






要約:(1)HBs 抗原、HBe 抗原がともに陽性の母親から出生した児 412 例に対し、HBIG と HB

ワクチンを用いた HBV 母子感染予防処置を実施した結果、12 例(2.9%)が HBs 抗原陽性の

キャリアとなった。この他に臍帯血から HBs 抗原が陽性であり予防処置を実施しなかった

例が 4例あり、合計16 例(3.9%)がキャリアとなった。

(2)HB ワクチンの接種により能動免疫を獲得した後、5 才以降に HBs 抗体価が PHA 法で 8

倍未満に低下した 42 例にワクチンの追加接種を行なったところ、1 例を除き抗体価の上

昇が確認され、免疫機能は維持されていると考えられた。

(3)HBs 抗原陽性、HBe 抗原陰性の母親から出生した児に対し、HBIG を出生直後に 1 回筋

注し、HB ワクチンを生後 6 日、1 ヵ月、5 ヵ月の 3 回接種する方法で予防処置を実施し、

ワクチンを生後 2、3、5ヵ月に接種した群と比較したところ、抗体価の上昇が早期に認め

られ、生後 1才での抗体価も高値に保たれ、ワクチンの早期接種開始は有効な予防処置で

あると考えられた。


